
■開催日

１２月４日（土）
1３：３0～16：00

■内容 講師の方はWEBによる講演となります。

 IPCC第6次評価報告書を読む
講師 江守 正多さん（国立環境研究所地球システム領域副領域長）

 COP26と脱炭素社会にむけての世界と日本の動き（仮）
講師 高村 ゆかりさん（東京大学未来ビジョン研究センター教授）

■開催方法：
①Zoom（ウエビナー） 募集90名

②サテライト会場（大阪産業創造館６階会議室D） 募集１５名

Zoomによる講演をスクリーンに投影します。視聴専門の会場。感染拡大により中止する場合があります。

■参加費：CASA・PARE会員・学生500円 一般1,000円

■申込方法：2日前までにお申込みください。
〇右記のQRコードよりお申込みください。

〇ホームページからでもお申込みいただけます。 https://www.casa1988.or.jp/
Zoom参加で参加費をお支払いただいた方に、２日前に、参加のためのURL・資料をメールにて案内します。

■お支払方法 〇詳しくは、ホームページをご覧ください。
〇WEB参加の方は、クレジットカード、コンビニ支払い、ペイジー（ゆうちょ・銀行）のいずれかとなります。
〇会場参加の方は、当日会場にてお支払いください。
〇申し込みから支払いについては、「イベントペイ」（㈱メタップスペイメント）のシステムを利用しています。
参加者へのメールは「イベントペイ」から送られます。ご注意ください。

〇キャンセルの場合は、CASAまでお知らせください。3日前までの場合は、参加費を返金いたします。

■お申込・お問合わせ：CASA （平日10:30～16:30 土・日・祝は休業）

電話:06-6910-6301 FAX:06-6910-6302 メール: office@casa1988.or.jp

〇申込手続き等が完了しない場合や手続きが不明の場合は、お問合せください。
この報告会は地球環境基金からの助成金により開催しています。

主催：NPO法人地球環境市民会議（CASA）

今年８月、IPCCの第６次評価報告書（AR６）が公表されました。報告書では、世界の平均気温がすでに約1.1℃上昇し、
私たち人間の活動が、大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたことは「疑う余地がない」としています。AR６の主執筆者
でもある江守さんにAR６の内容や私たちがこのAR６をどう受け止めるべきかをお話しいただきます。

10月31日から11月12日までイギリスのグラスゴーで昨年延期となったCOP 26が開催されます。持ち越しとなっていたパ
リ協定の実施に必等なルールや資金問題などの交渉が予定されていますが、最大の問題はAR６をCOP26が真摯に受け
止め、各国の削減目標を引き上げることができるかどうかです。現在の各国の削減目標では、2030年に排出量は削減で
はなく、16％増加すると試算されています。報告会では、毎年COPに参加されている高村さんからCOP26の結果と、脱炭
素社会にむけての世界と日本の動きについてお話していただきます。ぜひ、ご参加ください。
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